
スーパー
コンピュータ

国際系

東日本

西日本

国内系

二中枢化と機能分化

共用データサーバ

　国内基盤通信網　国内基盤通信網

高速・高信頼性の通信基盤

インターネット標準技術

中枢(Server）

端末（Clients）

データ

リクエスト・
リプライ方式

Web, e-mail 等

業務処理

気象通信・情報処理システム
の技術基盤の充実
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陸面 海面高度
波浪

海面水温

雪氷

海面

海色

データ収集

衛星データ解析処理装置

海氷解析 海面水温分布　等

地球観測衛星データの収集及び海洋の情報作成のためのデータ算出

全
球
海
面
・陸
面

衛
星
デ
ー
タ

海洋の情報等への反映

海氷

海洋観測船

係留ブイ等 中層フロート

現場観測
データ等

デ
ー
タ
収
集

Jason-1,Aqua,
RADARSAT, DMSP 等
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ＡＲＧＯ計画と海洋実況情報の提供
　Argo（アルゴ）計画は、世界気象機関（WMO）やユネスコ政府間海洋学委員会（IOC）などの国際協力のもとで、全世界の海洋に約3000
個の中層フロート（自動的に浮き沈みする長さ約1ｍの筒状の観測機器）を展開し、最新の海洋観測･通信･情報処理技術を駆使して全世
界の海洋の状況をリアルタイムで監視、把握するシステムを構築するものです。我が国でもミレニアムプロジェクト「高度海洋監視シス
テム（ARGO計画）の構築」として、気象庁、文部科学省などが連携して平成12年度からの5か年計画で推進しています。

高度海洋監視システム（ＡＲＧＯ計画）による海洋観測

海洋気象観測船等により海洋に投入された中層フロートは、およそ10
日毎に水深約2000mまで降下・浮上を繰り返し、その際に測定される海
面から水深約2000mまでの水温、塩分の鉛直データを、衛星を経由して
自動的に通報します。

気象衛星等 係留ブイ等海洋観測船 中層フロート

1000m

2000m

表層

中層

データ送信

投入

2000mまで降下

浮上中に水温
、
塩分を観測

海洋観測の種類

海洋の実況情報の提供
観測データ・水温分布の実況解析図等

2004年2月26日
現在で1021個

海洋の循環機構の解明等
海面水温の予測精度向上
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